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去
る
十
月
二
十
二
日
、
名
護
市
の
万
国

津
梁
館
で
第
二
回
沖
縄
平
和
賞
授
賞
式
を

行
い
ま
し
た
。
式
に
は
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
招
待
客
が
出
席
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
理
事
長
に
、
稲
嶺

知
事
か
ら
賞
状
と
賞
牌
、
副
賞
と
し
て
一

千
万
円
を
贈
り
、
今
後
の
協
力
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
付
属
中
学

の
照
屋
全
宝
さ
ん
に
よ
り
、「
白
南
風

し
ら
は
え

吹

く
こ
ろ
」
と
い
う
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

詠
ま
れ
た
ほ
か
、
児
童
・
生
徒
か
ら
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
に
折
り
鶴
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
終
了
後
、
受
賞
者
講
演
会
を
行

い
、「
“Ｓ
ｏ
ｇ
ｏ-

Ｆ
ｕ
ｊ
ｏ
”
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ

ｉ
ｔ
の
世
界
」
と
の
演
題
の
下
、
菅
波
理

事
長
か
ら
国
際
人
道
支
援
活
動
を
行
う
に

至
っ
た
経
緯
や
、
世
界
各
地
で
活
動
す
る

中
で
の
沖
縄
県
系
人
と
の
出
会
い
、
そ
し

て
血
縁
共
同
体
と
し
て
の
沖
縄
県
系
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
さ
等
が
語
ら
れ
ま
し

た
。本

県
は
、
沖
縄
平
和
賞
を
通
し
て
、
平

和
を
希
求
す
る
「
沖
縄
の
心
」
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
平
和
の
構
築
・
維
持
に
貢

献
す
る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
沖
縄
」
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

平
和
交
流
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
本
賞
を
継
続
し
、
世
界
の
恒
久

平
和
創
造
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

沖縄と地理的・歴史的に関わりの深い、アジア・太平洋地域の平和の構築・維
持に貢献した個人または団体を顕彰するために創設された沖縄平和賞。
第２回沖縄平和賞を特定非営利活動法人アムダ（AMDA）（本部：岡山県）に

贈賞しました。
AMDAは、敵対している紛争当事者双方に対して、中立的な立場により医療支援

を実施し、和平プロセスに寄与する「医療和平」を提唱。多様性の共存を目標に、
困ったときはお互いさまの「相互扶助」精神に基づく人道支援を世界各地で行って
きました。

県内の児童や県民によって作られた折り鶴を贈呈

県出身のソプラノ歌手・宮良多鶴子さんらによる平和祈念コンサート

国内外の有識者等に
受賞候補者を推薦して
いただき、沖縄平和賞
委員会の下に設置する
「沖縄平和賞選考委員
会」の選考を経て、受
賞者を決定します。

国内外の有識者や
大学・研究機関等

受賞候補者を選考

沖縄平和賞委員会

候補者の
推薦を依頼

推薦
報告

受賞者を決定

●選考方法●

※　沖縄平和賞委員会が推薦をお願いした方のみが受賞候補者を推薦する資格があり、
そこから推薦された候補者が審査・選考の対象となります。

※　選考は、沖縄平和賞委員会の下に設置する「沖縄平和賞選考委員会」において厳正
かつ公正に行われます。

稲嶺知事から賞状を手渡される菅波理事長

記念レセプションでの様子

授賞式で、稲嶺知事からAMDAの菅波理事長らに賞状等が贈られた

会長

沖縄平和賞
選考委員会

沖縄平和賞
委員会

沖縄平和賞委員会

推薦人

沖縄平和賞選考委員会の猪口邦子委員（上智大学教授）による祝辞
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か
ら
で
あ
る
。

苦
労
を
共
に
す
る
こ

と
で
自
分
に
は
な
い
も

の
を
相
手
に
発
見
し
た

と
き
に
尊
敬
の
念
が
、

ま
た
、
ど
ん
な
に
苦
労

を
し
て
も
決
し
て
相
手

が
逃
げ
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
き
に
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
る
。
こ
の

人
間
関
係
を
得
る
た
め

に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
、
苦
労
を
共
に
し
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
し

て
、
尊
敬
と
信
頼
と
い

う
人
間
関
係
が
で
き
た

と
き
初
め
て
、
も
の
の
見
方
・
考
え
方
の

違
う
人
達
と
一
緒
に
活
動
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
私
た
ち
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
一
番
の
目
標

と
し
て
い
る
「
多
様
性
の
共
存
」
に
つ
な

が
る
。

私
た
ち
の
支
部
自
体
が
、
多
宗
教
、
多

文
化
、
多
民
族
だ
か
ら
、
世
界
平
和
の
前

に
、
私
達
組
織
内
の
こ
と
と
し
て
克
服
す

べ
き
課
題
な
の
で
、「
助
か
る
命
が
あ
れ

ば
ど
こ
へ
で
も
行
く
」
こ
と
で
、
私
達
の

多
様
性
の
共
存
が
解
決
さ
れ
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

支
援
活
動

一
九
九
五
年
五
月
の
サ
ハ
リ
ン
大
地
震

の
救
援
活
動
で
の
こ
と
。

サ
ハ
リ
ン
へ
の
着
陸
許
可
を
持
つ
飛
行

平
和
賞
受
賞
に
つ
い
て

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か

不
条
理
と
い
う
言
葉
に
つ
き
る
歴
史
と

現
状
に
あ
る
沖
縄
か
ら
贈
ら
れ
た
賞
で
あ

り
、
有
り
難
い
と
思
う
反
面
、
重
た
い
も

の
を
感
じ
て
い
る
。
私
は
、「
不
条
理
」

の
反
対
は
「
尊
厳
」
で
あ
り
、
尊
厳
と
は

選
択
肢
が
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

米
軍
キ
ャ
ン
プ
が
沖
縄
に
存
在
す
る
こ
と

は
、
沖
縄
の
人
達
の
意
思
か
ら
み
て
自
ら

の
選
択
肢
な
の
か
ど
う
か
。
不
条
理
の
状

況
に
あ
っ
て
選
択
肢
が
な
い
沖
縄
は
弱
者

で
あ
る
が
、
弱
者
の
強
み
は
弱
者
の
痛
み

が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
。
世
界
中
の
弱
者

の
た
め
に
、
弱
者
で
あ
る
沖
縄
が
動
く
こ

と
に
沖
縄
平
和
賞
の
重
み
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

ま
た
、
今
回
の
受
賞
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、

世
界
平
和
に
向
け
て
沖
縄
と
一
緒
に
歩
ん

で
い
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
資
格
を

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
、
非
常
に
有

り
難
く
思
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
援
活
動
の
モ
ッ
ト
ー

「
必
要
と
さ
れ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行
く
。

助
か
る
命
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行
く
」

と
い
う
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
が
、
必
要
に
よ
っ
て
は
、
と
て
つ
も
な

い
無
理
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
ま
で
支
援
活

動
を
す
る
理
由
は
、
私
た
ち
が
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
、
つ
ま
り
苦
労
を
共
に
す
る
と

い
う
人
間
関
係
を
一
番
重
要
視
し
て
い
る

機
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
偶
然
、

日
本
か
ら
の
第
一
回
慰
霊
団
の
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
機
が
手
に
入
り
、
救
援
チ
ー
ム
は
現

地
入
り
し
た
。
し
か
し
、「
ロ
シ
ア
に
は

医
師
も
看
護
婦
も
た
く
さ
い
る
か
ら
、
帰

っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。

こ
の
年
の
一
月
に
は
阪
神
大
震
災
が
あ

り
、
ロ
シ
ア
か
ら
も
救
援
を
受
け
て
い
た

た
め
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
阪
神

大
震
災
の
と
き
に
ロ
シ
ア
か
ら
支
援
し
て

も
ら
っ
た
被
災
者
は
と
て
も
喜
ん
で
お

り
、
今
度
は
ロ
シ
ア
が
悲
惨
な
状
況
に
あ

る
か
ら
、
現
地
で
は
何
の
援
助
が
必
要
な

の
か
と
い
う
調
査
も
兼
ね
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

救
援
活
動
に
来
た
こ
と
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
役
人
は
納
得
し
、
救
援
チ
ー
ム
を
被

災
地
ま
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ん
で
く
れ

た
。ま

た
、
現
地
で
通
訳
を
お
願
い
し
た
日

本
人
は
、「
今
回
の
大
地
震
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
大
量
に
物
資
を
運
ん
で
く
れ
た
こ
と
が

テ
レ
ビ
で
サ
ハ
リ
ン
中
に
放
映
さ
れ
た
。

サ
ハ
リ
ン
で
は
、
戦
後
ず
っ
と
一
等
市
民

が
ロ
シ
ア
人
、
二
等
市
民
が
朝
鮮
人
、
三

等
市
民
が
日
本
人
だ
っ
た
が
、
戦
後
初
め

て
、
私
た
ち
日
本
人
は
胸
を
張
っ
て
歩
け

る
」
と
語
っ
た
。

こ
の
と
き
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

第
一
に
、
説
明
の
な
い
親
切
は
、
相
手

に
警
戒
感
と
不
安
感
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
。私

た
ち
が
ロ
シ
ア
で
役
人
に
対
し
て
説

明
し
た
の
は
、
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ

ま
と
い
う
相
互
扶
助
の
精
神
で
あ
り
、
サ

ハ
リ
ン
で
の
経
験
か
ら
、
こ
の
精
神
に
普

インタビュー

菅波茂・AMDA理事長

「助かる命があれば、
どこへでも行きます」
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遍
性
の
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ

た
。第

二
に
、
私
た
ち
は
第
二
次
世
界
大
戦

は
済
ん
だ
こ
と
と
思
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
そ
の
影
響
は
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
三
点
目
を
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、
こ
れ
を
契
機
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
日
本

で
唯
一
の
救
援
機
を
飛
ば
せ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

育
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
。

サ
ハ
リ
ン
で
の
救
援
以
降
、
救
援
機
を

飛
ば
し
続
け
た
結
果
、
岡
山
県
も
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
と
一
緒
に
国
際
貢
献
を
す
べ
く
、
国
際

貢
献
推
進
条
例
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
岡

山
空
港
か
ら
物
資
を
現
地
に
運
ぶ
た
め
、

物
資
を
直
接
持
っ
て
き
て
く
れ
る
県
民
の

方
が
多
数
お
り
、
県
民
運
動
と
し
て
の
広

が
り
が
出
て
き
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
国
際
的
に

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
理
由

国
際
社
会
で
は
、
説
明
の
な
い
親
切
を

し
て
は
い
け
な
い
。
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
わ
か
る
が
、
私
た

ち
は
何
故
・
何
を
・
誰
の
た
め
に
・
ど
う

い
う
方
法
で
し
た
い
と
い
う
「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
が
明
確
に
記
さ

れ
て
お
り
、
有
言
実
行
の
世
界
で
あ
る
。

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
明
確
な
の
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
な
ど
少
数
で
あ
る
。

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、「
不
言
実
行
を
も

っ
て
徳
と
す
る
」
の
精
神
で
世
界
で
活
躍

し
て
い
る
が
、
救
援
を
受
け
る
人
々
は
、

「
啓
典
の
民
」
が
多
い
。
預
言
者
の
言
っ

た
こ
と
を
信
仰
し
て
い
る
人
達
で
あ
る
か

ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
こ
と
は
信
用
し

な
い
。
そ
う
い
う
有
言
実
行
の
世
界
で
、

日
本
人
は
不
言
実
行
の
支
援
を
す
る
か
ら

気
持
ち
悪
が
ら
れ
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
国
際
社
会
で
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
理
由
は
、
有
言
実
行
の
コ
ン
セ

プ
ト
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の

明
確
さ
で
あ
る
と
思
う
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
県
支
部

沖
縄
県
支
部
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
一

九
九
五
年
、
イ
ン
ド
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た
大
仲
医
師
と
の
出
会
い
に

あ
る
。
大
仲
医
師
の
病
院
に
は
盲
人
用
の

案
内
が
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
、
私
自
身

こ
の
よ
う
な
案
内
を
見
た
の
は
初
め
て
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
是
非
と
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
働
き
か
け

た
。こ

れ
ま
で
、
人
材
派
遣
の
ほ
か
に
イ
ン

ド
大
地
震
の
際
に
毛
布
二
百
八
十
枚
の
提

供
を
受
け
た
。

沖
縄
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
・
世
界
平
和
・

三
位
一
体
構
想
の
提
出

①
知
事
外
交
サ
ミ
ッ
ト
の
提
唱

知
事
外
交
の
時
代
が
来
て
お
り
、
こ
れ

に
成
功
し
て
い
る
県
は
、
沖
縄
県
（
平
和

行
政
）、
広
島
県
（
原
爆
行
政
）、
岡
山
県

（
国
際
貢
献
行
政
）、
兵
庫
県
（
防
災
行
政
）

の
四
県
。

そ
の
う
ち
、
平
和
賞
ま
で
設
立
し
て
い

る
の
は
沖
縄
県
だ
け
で
あ
り
、
先
陣
を
切

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
自
ら
も
弱
者
で
あ

り
、
そ
の
痛
み
が
わ
か
る
沖
縄
県
民
の
代

表
で
あ
る
知
事
が
知
事
外
交
を
提
唱
す
る

こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
思
う
。

②
沖
縄
県
系
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
緊
急
支
援
組
織
の
設
立

沖
縄
県
の
人
は
、
日
本
で
唯
一
の
血
縁

共
同
体
で
あ
り
、
そ
の
移
民
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
多
様
性
の
共
存
に
成

功
し
た
人
々
で
あ
る
。
日
本
の
公
共
財
産

と
い
う
考
え
方
を
し
た
方
が
よ
い
。

日
本
政
府
の
活
動
資
金
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
沖
縄
の
血
縁
共
同
体
社

会
の
三
者
を
組
み
合
わ
せ
て
、
中
南
米
に

大
災
害
が
生
じ
た
と
き
に
、
現
地
の
救
援

の
た
め
に
速
や
か
に
動
く
よ
う
な
、
沖
縄

発
の
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
組
織
づ
く
り

を
し
た
い
。

③
世
界
平
和
青
少
年
育
成
奨
学
金
の
設
立

沖
縄
の
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
戦
争
、
災
害
、
貧
困
に
苦
し
む

現
場
に
若
者
を
派
遣
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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月３日は、「ちゅらさん運動の日」

右側は大仲AMDA沖縄県支部長。ザ・ブセナテラス（名護市）にて



平和を希求する「沖縄の心」を海外で発信する
ため、平成15年11月20日から24日の間、内戦か
らの復興に努めるカンボジア王国で植樹祭等を行
いました。
稲嶺知事をはじめ約150人が参加したこの旅で

は、県花であるデ
イゴのほか、イペ
ーやトックリキワ
タ等を植樹して、
カンボジアの人々
と平和を希求する
心を共有、同国と
交流を深めまし
た。

10「美ら島沖縄」2004.1211 「美ら島沖縄」2004.12

今年７月から９月の間、県内小中学校の児童・生徒
や県民等を対象に、第２回沖縄平和賞授賞式に向けて
「平和の折り鶴キャンペーン」実施し、折り鶴を折っ

てもらいました。
折り鶴は、当初目標数

の10万羽を越え、最終的
に10万7,818羽に達しま
した。
ご協力いただいた多く

の方々に、厚くお礼を申
し上げます。

沖縄平和賞委員会�
　〒900ｰ0021　那覇市泉崎１丁目２番２号�
　県平和推進課内「沖縄平和賞委員会事務局」�
　TEL.098-866-2500  FAX.098-866-2589�
　http://www.pref.okinawajp/heiwasuishin/

平和を願い、たくさんの鶴が折られた

◆ AMDAとは？
アジア、アフリカ、中南米において、戦争・自然災害・貧困

等により社会的・経済的に恵まれず、社会から取り残されてい
る人々への保健医療支援と生活状態改善のため、国際人道支援
活動を展開するNGO国際医療ボランティア組織です。
国内外に31の支部（海外28、国内３）を持ち、現在14カ国

で事業を展開しています。
なお、日本国内には、沖縄県（沖縄セントラル病院内）のほ

か、神奈川県、兵庫県に支部があります。

（１）緊急救援活動（短期的活動）

AMDA各国支部と共同で編成するAMDA多国籍医師団が、
自然災害や戦争による被災者に対し医療救援・救援物資の配
布を実施しています。
〔主な活動実績〕

イラク国内クルド難民支援（1991年）

サハリン大地震被災民支援（1995年）

コソボ難民支援（1999年）

イラク復興支援（2003年）

（２）地域医療・地域開発活動（中長期的活動）

貧困等により社会から取り残されている人々に必要とされ　
る保健医療・教育・生活環境向上の支援を実施しています。

◆活動内容は？

活動内容　�
（１）緊急救援活動（災害発生から２週間に行う短期的プロジェクト）�
　　日本と海外支部から編成するＡＭＤＡ多国籍医師団が、人災・天災によ�
　る被災者に対し医療救援・生活物資支援を実施�
　〔主な活動実績〕�
　　イラク国内クルド難民支援（１９９１年）�
　　サハリン大地震被災民支援（１９９５年）�
　　コソボ難民支援（１９９９年）、イラク復興支援（２００３年）�
（２）地域開発活動（長期間プロジェクト）�
　　貧困等により社会から取り残されている人々に必要とされる保健医療・�
　教育・生活環境向上の支援を実施�
　〔主なプロジェクト〕�
　　エイズ予防促進など（ミャンマー、ネパール、ケニア、ペルー）�
　　保健衛生改善（ネパール、バンクラディッシュ、ベトナム）�

ペルー�
　エイズ予防促進など�

ベトナム�
　保健衛生改善�

バングラディッシュ�
　保健衛生改善�

サハリン大地震被災者支援�
コソボ難民支援�

ケニア�
　エイズ予防促進など�

ネパール�
　保健衛生改善�
　エイズ予防促進など�

ミャンマー�
　エイズ予防促進など�

ジプチ�
　難民医療支援など�

写真提供：AMDA

設立　　　1984年８月
所在地　　岡山市楢津310-１
連絡先　　TEL.086-284-7730

FAX.086-284-8959
理事長　　菅波　茂
ホームページ　http://www.amda.or.jp

●お問い合わせ

県平和推進課　TEL 098-866-2500 FAX 098-866-2589

第１回沖縄平和賞の賞金の一部を使
って、アフガニスタン北東部の山岳地
帯に「オキナワ・ピース・クリニック」
が建設されました。平成15年９月には
開所式が行われ、10月から診療が行わ
れています。標高1500メートル以上の
高地に住む約10万人をカバーし、毎月
約3,000人の患者を診療しています。

〔オキナワ・ピース・クリニックの概要〕
構造：石造り平屋、面積：2,500m2

設備：診察室、検査室、救急処置室、
スタッフ宿泊施設

スタッフ：医師、看護士、検査技師等
（計10人）

右から２番目が
中村医師　

第１回沖縄平和賞の賞金などをもとに建設された「オキナワ・ピー
ス・クリニック」

写真提供
ペシャワール会

～第１回沖縄平和賞受賞～
「中村哲を支援するペシャワール会」のその後

花の平和交流事業平和の折り鶴キャンペーン▼　　　　　　　　　　　　　　　▼ ▼　　　　　　　　　　　▼

IDB年次総会 2005年４月沖縄で開催舞台は沖縄！　世界最大級の国際会議

記念植樹やカンボジア国
民との交流を深めたほか、
カンボジア語、日本語、
英語の３カ国語で記され
た記念碑が建立された


